
データヘルス計画書（健保組合共通様式） 

【参考事例】 

計画策定日：平成  年  月  日 

最終更新日：平成  年  月  日 

＊データヘルス計画書（健保組合共通様式）【参考事例】は、健康保険組合の皆様にデータヘルス計画の策定における手順を具体的にイメージしてもらい、計画策定

を円滑に進めていただくためのものです。これらの計画書を参考にする際には、以下の点についてご留意ください。 
 

（１）事例は、それぞれの健康保険組合の形態や規模、加入者の属性のみでなく、これまで実施してきた取組等を踏まえて作成されていることから、特定の事例の記載内容を一律に模倣 

  するのではなく、各健康保険組合の実情に応じた独自のデータヘルス計画を策定すること 

（２）計画の策定に係る基本的な考え方についての理解を深めるために、｢データヘルス計画の作成の手引き｣等についても併せて参考にすること 

（３）事例はすべての健康保険組合に先行して作成しているため、項目の記載時点は、入力用ツールに記載されている時点とは異なる場合があるが、計画書に記載すべき各記載項目の 

  時点については、「データヘルス計画書（健保組合共通様式）に関する記載要領」等に則って入力すること 

（４）成果目標（アウトカム）および事業量（アウトプット）目標ならびに事業目的の設定については、事例を参考としながら可能なかぎり自組合で評価可能な客観的な指標を用いること 



57555 - 愛鉄連健康保険組合

組合コード

組合名称

形態 非常勤

被保険者数 （平成26年度予算 注）

　* 特例退職被保険者を除く。

特例退職被保険者数

加入者数（平成26年度予算 注） 56,272名

適用事業所数

対象となる拠点数

保険料率（平成26年度 注）*調整を含む。

全体 被保険者 被扶養者

特定健康診査実施率（平成25年度） 72.8% 92.3% 29.5%

特定保健指導実施率（平成25年度） 38.8% 39.4% 27.3%

14,945

28,847

53,510

418,128

1,740

517,170

14,296,405

3.62

　（注）記載要領参照

0顧問医

0

0

保健師等 0

保健師等 0

常勤

健康保険組合と事業主側の医療専門職

（平成26年3月末現在）

保

健

事

業

費

予算額（千円）

(平成26年度 注)

被保険者一人当たり金額

（円）

17,566

0

健保組合

0

0

0産業医

事業主

1

566ヵ所

99.6‰

566ヵ所

特定保健指導事業費

保健指導宣伝費

疾病予防費

体育奨励費

直営保養所費

特定健康診査事業費

その他

980

1,818

14,202

59

57555

29,441名

男性81.6%（平均年齢41.2歳）*

女性18.4%（平均年齢40.3歳）*

0名

愛鉄連健康保険組合

総合

a/b×100 （%）

小計　…a

508

経常支出合計（千円）　…b　

STEP１-１ 基本情報 「全健保組合共通様式」 
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45～49 
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55～59 
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65～69 
70～74 

(千人) 

男性（被保険者） 男性（被扶養者） 女性（被保険者） 女性（被扶養者） 

当組合の特性としては、加入事業所数が多いため、各事業所との関係が単一型と比較すると薄くなる傾向にあり、事業主と協働（コラボヘルス）しづらいことや事業所別の健康状況や医療状況、優良

事業所等（優先順位付け）の把握がしづらいことがあげられます。 

また、現在の加入員年齢構成の場合、このままでは将来医療費の増加は避けられないと思われます。 
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

8,2 10,1 11,11 22,5 27,2 29,0 30,0 31,0 33 37

資格
対象

事業所
性別 対象者

1
特定健診(被保険

者)

【目的】特定健診の受診率向上

【概要】愛健康サポート事業の[Step1]巡回事

業所健診や人間ドック等で同時実施

被保険者 全て 男女 40 ～ 74 全員 17 4

1
特定健診(被扶養

者)

【目的】特定健診の受診率向上

【概要】女性配偶者を対象とした共同巡回健診

や人間ドック等で同時実施

被扶養者 全て 男女 40 ～ 74 全員 10,272 2

特

定

保

健

指

導

事

業

3 特定保健指導

【目的】特定保健指導の利用率向上

【概要】・愛健康サポート事業の[Step2]保健

指導で実施している。[Step1]巡回事業所健

診を受けた後、健診機関から対象者名簿を事

業所に渡して、実施する。

・共同巡回健診や人間ドックについては健診と

保健指導セットで、実施する。

被保険者

被扶養者
全て 男女 40 ～ 74

基準

該当

者

28,309 3

注2)

評価年齢

対象者
事業費

(千円)

被扶養者の特定健診受診者のほと

んどは、共同巡回健診を受診した

人である。それだけ、共同巡回健診

は事業として有効である。

健保組合の取組

予算

科目

注1)

事業

分類

事業名 事業の目的および概要

振り返り

【平成25年度】

[動機付け支援]

利用者数：473人/1,131人

利用率：41.8%

[積極的支援]

利用者数：736人/1,969人

利用率：37.4%

愛健康サポート事業の[Step2]保

健指導の枠組みで実施している。

健診機関は愛鉄連との契約で、特

定保健指導を必ず実施しなければ

ならないことになっている。利用しな

い事業所があれば、健診機関から

愛鉄連へ連絡が入ることになってお

り、その場合は健保から事業所へ訪

問や電話を通じて協力要請を行っ

ている。

【平成25年度】

受診者数：13,504人/14,633

人中

受診率：92.3%

実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因

製造業のため、ライン作業が多く、

職場離脱が問題となっている。人

間ドック等で同日実施できない健

診機関も多い。

【平成25年度】

受診者数：1,939人受診

/6,566人中

受診率：29.5%

*案内リーフレット配付数

被扶養者:9,936人

(被扶養者全体の38.5%)

任継者:408人

計:10,344人

(うち40歳以上:7,505人)

特

定

健

康

診

査

事

業

愛健康サポート事業の[STEP1]巡

回事業所健診では、愛知県内を

10以上の地区に分け、地区ごとで

健診機関と契約を行っている。⇒1

地区1健診機関制

　この仕組みのおかげで、健診データ

は愛鉄連の統一フォーマット様式で

全健診機関から提出される。

規模が10人未満の事業所では、

毎年健診を受診する風土がない。

(愛健康サポート事業の周知不足)

共同巡回健診の受診率を伸ばす

ことが、特定健診受診率向上につ

ながる。健診の重要性の理解不

足。女性配偶者の健診に対するコ

スト問題。隔年受診。

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

4 機関誌発行

【目的】保健事業や健康情報周知

【概要】「けんぽだより」は事業所担当者向け、

年4回発行で、職員で内製（モノクロ刷り）して

いる。ホームページにもPDFで公開している。

「愛・けんぽ」は全被保険者向け、手のひらサイ

ズに折りたたんであり、年2回（春・秋）発行し

ている。春は保健事業案内、秋はインフルエンザ

の補助金案内等。

被保険者 全て 男女 16 ～ 74 全員 2,714 3

2

愛健康サポート事

業[Step4]受診

勧奨

【目的】健診後の医療機関受診勧奨成功率の

向上

【概要】愛健康サポート事業の[Step1]巡回事

業所健診後に当組合基準に該当している人

で、医療機関を受診されない方に対して、通

知、電話、面談により受診勧奨を行う。医療機

関に受診しているかどうかの有無は、職員がレセ

プトを目視により確認している。また、平成25年

度からは事業所参加型の仕組み（コラボヘル

ス・ワン）を導入した。参加事業所は、当組合

から対象者の医療機関受診有無の情報提供を

受けることができ、事業所の健康管理に活用で

きる。

[通知]

　健診から6か月後と11か月後に通知を行う

[特別健康支援ⅠおよびⅡ]

　2年連続で医療機関への受診がない場合は、

保健師による電話受診勧奨を行う

[特別健康支援Ⅲ]

　当組合の特別健康支援Ⅲの基準に該当して

いる人に対して、保健師による面談を行う

被保険者 全て 男女 16 ～ 74

基準

該当

者

2,505 2

3
前期高齢者健康

支援

【目的】将来納付金の抑制を図るための、疾病

予防、介護予防、受診改善指導、健康相談

等の実施率向上

【概要】前期高齢者を情報提供と訪問指導とに

区分し、訪問指導の家族に対して、委託業者

に自宅訪問を実施。訪問指導案内は、事業所

担当者を通じ配付し、訪問を受けるかどうかの回

答書を提出してもらう。

被保険者

被扶養者
全て 男女 63 ～ 74

基準

該当

者

5,803 2

けんぽだより：全事業所（年4回

季刊）

愛・けんぽ：全被保険者（年2回

春秋）

「けんぽだより」は、法改正や事務の

手続き等タイムリーに情報提供をし

ている。

「愛・けんぽ」は、被保険者に保健

事業や健保の考え方、財政状況を

伝えている。事業所担当者から、被

保険者に配付をしてもらっている。

「けんぽだより」は職員が構成から印

刷まで、すべてを内製している。写

真等が使えず、モノクロのため読ま

せる工夫に限界がある。

「愛・けんぽ」が、会社のゴミ箱に捨

てられている。読ませる工夫がさらに

必要。

【平成24年度健診分】

健診受診者数：25,223人

基準該当者数：3,804人

(15.08%)

通知者数：2,326人(61.1%)

通知による受診人数：425人

受診勧奨成功率：19.1%

対象者抽出から、レセプト確認、通

知書（一部）印刷までを行うシス

テムを内製している。レセプト確認

は、従来から目視により職員が確認

し、受診有無を判断するノウハウも

蓄積されているため、純粋な未受診

者に対して、勧奨を行えている。

　コラボヘルス・ワンに参加している事

業所は、対象者の受診状況を確認

することができる。

　役職員の事業所訪問により、コラ

ボヘルス・ワンへの参加事業所が増

加している。

基準該当者数の増加により、レセ

プト確認する作業時間が圧迫され

ている。レセプト確認を自動化でき

る体制づくりが急務である。外部事

業所との連携を進める必要がある。

　コラボヘルス・ワンの事業所数をさ

らに増やしていかなければならない。

【平成25年度】

訪問指導案内対象者：692人

訪問委託実施率：47.3%

回答書の提出について、事業所担

当者で回収取りまとめを行っている。

回収率が上がれば、実施率も増え

る。

自宅訪問は不審がられる傾向にあ

る。訪問を受けるのが、面倒くさがら

れる。いかに信用されるかがカギ。

保

健

指

導

宣

伝
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

4

家族で取り組むか

ぜ・むし歯予防キャ

ンペーン

【目的】乳幼児医療制度の周知および呼吸器

系疾患予防の手洗いうがい・歯みがきの習慣化

【概要】未就学児世帯に10月～12月にかけて

キャンペーン（エントリー型）展開をする。エント

リーをするには、エントリーハガキをポストに投函す

る。該当世帯に案内リーフレット、カレンダーと

シールを送付。リーフレットには乳幼児医療制度

の仕組み（子供医療費はタダじゃない）やかぜ

予防のコツや歯みがきの方法が載せてある。エン

トリーをすると、歯ブラシをプレゼント、最後のアン

ケートに答えると、つよい子賞をプレゼント。

被扶養者 全て 男女 0 ～ 6 全員 4,332 4

7 マスク無償配付

【目的】インフルエンザ予防と花粉症の注意喚起

【概要】毎年1月に全被保険者に対して、事業

所経由でマスクを無償配付している。

被保険者 全て 男女 16 ～ 74 全員 6,554 4

7 医療費のお知らせ

【目的】医療機関等からの医療費請求の確認

【概要】毎年6月および12月に過去6か月間の

医療費状況（全数通知）を医療費のお知らせ

として、事業所経由で配付する。

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 441 3

7 ジェネリック通知

【目的】ジェネリック医薬品への切り替えによって、

患者の自己負担額を減らす→将来薬剤費の抑

制

【概要】医療費のお知らせと同時実施で切り替

えによる自己負担減が1か月あたり1000円以

上の方を対象とする。

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74

基準

該当

者

51 4

【平成25年度】

案内送付世帯：3,456世帯

参加世帯数：1,128世帯

参加率：32.6%

習慣化率：70%（547世帯）

キャンペーンによる健保組合８割

負担新規周知率：37%(288世

帯)

未就学児が大好きなシール貼りを

基礎にキャンペーンを展開。カレン

ダーやシールにオリジナルキャラクター

を取り入れ、毎年デザインを変更し

ている。歯ブラシやつよい子賞などイ

ンセンティブの仕組みも取り入れてい

る。

　事業所経由ではなく、女性配偶

者に届けるため個人宅へ発送してい

る。

　エントリーハガキにはバーコードが印

字されているため、住所や氏名など

の個人情報を記入する必要がなく、

好きな歯ブラシを選んでポストへ投

函するだけでエントリーできる。

　ハガキ、FAX以外の方法も必要

か、例えばWebから登録する方

法。

　歯ブラシの色を男女別にすること

が難しい。

　一般的に健康に関心がある人々

の割合30%の層が、そのまま参加

世帯になっていると思われる。30%

の壁をどう突破するかが課題であ

る。

【平成25年度】

全被保険者約3万人に配付

事業所担当者の協力により、被保

険者へ配付する。

事業所担当者の事務負担となる。

　平成20年度から配付を開始して

いるが、注意喚起の趣旨も浸透し

てきていると思われる。コスト面か

ら、いったん中止とする検討も必要

ではないか。

保

健

指

導

宣

伝

【平成25年度】

～通知数～

平成25年6月：23,316件

平成25年12月：23,567件

事業所担当者の協力により、被保

険者へ配付する。

事業所担当者の事務負担となる。

　医療費のお知らせを家庭に持ち

込んでいるかや実際に内容を確認

しているのかが不明。

【平成25年度】

～通知数～

ジェネリック通知対象年月：平成

25年2月分は372件

　　　　　　　　　　　　　　　　　平成

25年8月分は495件

事業所担当者の協力により、被保

険者へ配付する。

ジェネリック医薬品の在庫が確保さ

れているかや医師のジェネリック医薬

品に対する理解不足。適正な削

減効果額を算出するために、委託

業者を変更することを検討。
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STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

7
禁煙お助け事業

チャレンジ禁煙

【目的】禁煙をしたい人へのサポート

【概要】禁煙パッチ、ガムなどの禁煙補助剤の購

入費用補助をし、その後のアンケートで禁煙に

成功したかどうかの確認を行う。

被保険者

被扶養者
全て 男女 20 ～ 74 全員 6 1

4 健康ウォーク

【目的】ウォーキングの習慣付け

【概要】健保連愛知連合会が主催するウォーキ

ング大会で愛鉄連専用受付ブースを設置。参

加証とお茶とパンなどを配付する。参加をすると

aiポイントがたまるり、ポイント数に応じて記念品

をプレゼントする。

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 629 4

7
新入社員向け社

会保険概要説明

【目的】新入社員に対する社会保険の仕組みの

周知

【概要】毎年4月頃、加入事業所の新入社員に

対して社会保険の仕組みの概要を説明する。

当組合の職員が事業所へ出向き健康保険、年

金、介護、労災保険、雇用保険について30分

～1時間30分かけて説明する。

被保険者 全て 男女 16 ～ 74 全員 477 4

5
愛けんぽファミリー

健康相談

【目的】加入員の健康相談に乗る

【概要】通話料・相談料無料・匿名可　24時間

年中無休の健康相談。医師や専門スタッフが対

応。電話とメール

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 3,194 4

保

健

指

導

宣

伝

【平成25年度】

参加者：4人

禁煙成功者：アンケートが未提出

のため不明

なし

たばこ代が値上げされた平成23年

度時点では、スギ薬局と提携し、

当組合発行の割引券が利用でき

る仕組みにしていたが、OTC禁煙

補助剤の限界のためか、年々極端

に減少している（事業開始当初は

300人を超える申込者がいた）

　参加者数が少ないことを理由に

廃止とするには、喫煙対策としての

事業が無くなってしまうため、事業と

しては存続させておき、事業所から

の団体でニーズがあった場合や保健

指導等で禁煙勧奨を行う際の事

業補完として機能するように捉える

ことが必要。

【平成26年度】

4月開催：167人参加/218人申

込み

10月開催：496人参加/602人

申込み

歩きやすい、景色のよいウォーキング

コースの場合に参加者数が伸びる

傾向にある。aiポイントがたまると、

500円のクオカードもプレゼントす

る。

すでに、ウォーキング習慣がついてい

る人が参加している、そうではない

人をどのように参加させるかが課題

である。

　当日、晴れていてもキャンセルする

人がいるため、パンやお茶を手配し

ても無駄になってしまう。

【平成25年度】

訪問事業所数：28社

（5.12%）

新入社員への説明：212人

事業所が新入社員向けの研修を

行う際に、社会保険の説明をする

事務職員が不足しているため、研

修プログラムの1コマとしての需要が

ある。

　新入社員１人から当組合職員を

派遣するため、事業所にとっては利

用しやすい。

説明を行う職員の数が少ない。

4月上旬に新入社員研修を行う事

業所が多く、その期間は、事業所

の要望に応えられないことが多々あ

る。

【平成25年度】

相談件数：1,300件

内訳　電話：1,297件

　　　　メール：3件

通話料・相談料無料・匿名可　24

時間年中無休の健康相談。

始めて利用するまでに抵抗感のあ

る人がいると思われる。毎年、件数

は同程度。
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

1

愛健康サポート事

業[Step1]巡回

事業所健診

【目的】生活習慣病予防健診の受診率向上

【概要】全被保険者を対象に、生活習慣病を

対象とした健診を実施し、現在の身体状況を把

握し、生活習慣改善に役立てる。血液検査の

種類が充実している他に、オプション検査項目と

して、胃のバリウム検査、前立腺(PSA)検査が

ある。

　愛知県内を10以上の地区に分け、地区ごと

で健診機関と契約を行っている（1地区1健診

機関制）。各地区の健診機関は健診の時期

が来たら、担当地区の事業所と調整を行い、健

診を実施する。この健診を受ければ、[Step2]

保健指導、[Step3]再検査、[Step4]受診勧

奨の仕組み順番で、事業所は従業員の健康管

理ができるようになっている。

被保険者 全て 男女 16 ～ 74 全員 176,738 4

3

愛健康サポート事

業[Step2]健康

支援

【目的】巡回事業所健診後の保健指導利用率

向上

【概要】巡回事業所健診後に有所見者に対し

て、生活習慣改善のための保健指導を実施。

巡回事業所健診を実施した同一健診機関が

事業所に保健指導を行うように連絡する。対象

者リストに基づき、事業所は保健指導を実施す

る。

被保険者 全て 男女 16 ～ 74

基準

該当

者

11,575 4

規模が10人未満の事業所では、

毎年健診を受診する風土がない。

(愛健康サポート事業の周知不足)

就業時間内に行うため、また製造

業ではライン作業が多いため、職場

離脱が問題となる。5分程度で終

わってしまうケースも少なくない。

【平成25年度】

受診者数：24,888人　受診

率：84.5%

巡回胃健診：4,377人　受診

率：19.6%

前立腺がん健診：2,530人　受

診率：38.4%

再検査：2,938人

　1地区1健診機関制としているた

め、契約健診機関は、担当の地区

の事業所に対して、健診を実施する

ように働きかける。10人未満の事業

所にも巡回バスが出向く。

　健診内容の変更時、契約健診機

関と打ち合わせをするだけある程度

の対応をとることができる。

　愛鉄連専用の健診ファイルレイア

ウトCSVで全契約健診機関から健

診データを入手できる。

疾

病

予

防

【平成25年度】

保健指導利用者数：3,648人

利用率：26.1%

　1地区1健診機関制としているた

め、契約健診機関は、担当の地区

の事業所に対して、保健指導を実

施するように働きかける。39歳以下

の保健指導として利用する。
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

1
人間ドック、脳健

診及びがん健診

【目的】生活習慣病予防健診、がん健診の受

診率向上

【概要】個人向け健診として、加入員がいつでも

受診できるようにしている。契約健診機関は60

以上ある。申込みにより、利用券を発行し、自

己負担分を窓口で支払うだけで受診できる。契

約健診機関以外でも補助金対応している。補

助金額は、７割または21,000円まで補助（ど

ちらか低い方）

被保険者

被扶養者
全て 男女 30 ～ 74 全員 89,296 4

1 共同巡回健診

【目的】受診率の向上

【概要】30歳以上の女性被保険者及び被扶養

者を対象に、東海地区、関東、大阪を含む

149会場で、人間ドック並みの巡回健診を実

施。被保険者女性は、婦人科系のみ。

被保険者

被扶養者
全て 男女 30 ～ 74 全員 33,564 3

7
疾病予防薬の無

償配付

【目的】呼吸器系疾患等の医療費抑制

【概要】全被保険者に家庭用常備薬を無償配

付。インフルエンザ関連商品は割安に設定して

いる。

被保険者 全て 男女 16 ～ 74 全員 50,853 4

愛知県内でも東三河は健診機関

自体少ないため、契約数も少な

い。加入員の利便さは厳密に言え

ば公平ではない。

健診の重要性の理解不足。対象

者が自己負担8,000円を高いと感

じる傾向にある。隔年受診。

【平成25年度】

28,581人　利用率97.4%

セルフメディケーションの向上

(配付した常備薬を利用したことで

医療機関へ行かなかった割合)

75.2%

無償で提供している

事業所の事務負担がかかってい

る。配付した薬の効果検証が見え

づらい。今後、検証が必要

疾

病

予

防

【平成25年度】

人間ドック

受診者数：被保険者3,520人

受診率：15.7%

　　　　　　　被扶養者：446人

受診率：4.5%

脳健診：335人　受診率：

1.0%

がん健診

[胃]：10,009人

受診率：31.0%

[大腸]：18,153人

受診率：56.1%

[前立腺]：3,395人

受診率：50.2%

[肺]：15,557人

受診率：69.8%

[乳がん超音波]：862人

受診率：6.4%

[乳がんマンモ]：1,741人

受診率：12.9%

[子宮頚がん]：2,126人

受診率：12.8%

加入員はそのほとんどが愛知県内に

住んでいるが、愛知県内の契約健

診機関数は60機関を超えているた

め、受診しやすい。

　当組合が申請に基づき人間ドック

およびがん健診利用通知書を発行

しているため、契約健診機関であれ

ば、受診者は自己負担を窓口で支

払うだけで済む。

【平成25年度】

被扶養者女性受診者数：1,879

人　受診率：20.3%

被保険者女性受診者数：411

人　受診率：10.3%

被扶養者男性受診者数：21人

受診率：9.3%

会場数が多く、対象者が住んでいる

近くの公共施設で人間ドック並みの

健診を受診することができる。
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

4 球技大会の開催

【目的】加入員の体育奨励

【概要】愛鉄連体育奨励実行委員会で、野球

大会と卓球大会を開催

被保険者 全て 男女 16 ～ 74 全員 1,500 1

7
各種施設の利用

補助

【目的】加入員の体育奨励

【概要】東海地方を中心にレジャー施設やプール

施設と契約をし100円の補助を行う

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 162 2

直

営

保

養

所

そ

の
他

(

予

算

措

置

な

し

)

野球大会：10月

卓球大会：3月

【平成25年度】

1,615人　利用率 2.8%
100円の補助を行う。

以前は400円補助があり、利用者

数もそれなりにあったが、今は以前

ほど魅力がない。施設から契約解

除の申出が出始めている。

体

育

奨

励
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

　注１）　１．健康診査 　　２．健康診査後の通知　　３．保健指導　　４．健康教育　　５．健康相談　　６．訪問指導　　７．その他

　注２）　１：３９％以下　　２：４０％以上　　３：６０％以上　　４：８０％以上　　５：１００％以上

共同

実施資格 性別 年齢

対象者

課題及び阻害要因

振り返り

成功・推進要因実施状況・時期

事業主の取組

事業名 事業の目的および概要

・各保健事業については、毎年１０月に保健事業に関するアンケートを通じ、評価を受けている。平成22年度に、大幅に事業見直しを行い、健診や保健指導等の疾病予防に特化した事業展開を行う

方針を固めた。 

・各事業は、データ分析を根拠に展開しているが、より適正な事業評価を行っていく必要がある→ＰＤＣＡの徹底。 

・加入事業所に対する、見える化、情報発信力も当組合は弱い部分と考えている。 

・事業主で行っている取組については、漠然と把握しているだけに留まっており、事業名や目的、概要等の詳細把握はしていません。データヘルス計画では、事業所訪問を通じきちんと把握していくこととして

います。 
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

STEP１-３ (レセプト分析) 

• 被保険者男性について、疾病大分類を行ったところ、総医療費の高い順に上位5位を占めているのは、①「循環

器系疾患」、②「内分泌・栄養・代謝疾患」、③「消化器系疾患」、④「呼吸器系疾患」、⑤「新生物」となっていま

す。一人当たり医療費では、「循環器系疾患」が他と比べ突出しています。⇒ア 

• 脳血管疾患および虚血性心疾患について、重症疾患の発症者数を調査したところ、ともに40歳以降急激に増え

ている。⇒イ 

 

ア. 

イ. 

循環器系疾患 

40歳以降急激に増加 

総医療費および 

1人当たり医療費が一番高い 

重症疾患発症者数 
分類別医療費（被保険者男性） 
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

STEP１-３ (レセプト分析) 

• 上位5位の分類項目について、年代別の一人当たり医療費をみると、「循環器系疾患」と「内分泌・栄養・代謝

疾患」は、40歳以降急激に伸びています。⇒ウ 

• 上位1位「循環器系疾患」の中分類について、さらに一人当たり医療費をみた場合、「高血圧性疾患」が他と

比べ突出しています。⇒エ 

• 脳血管疾患や心疾患などの重症疾患につながる可能性が高い高血圧は、若年層からのリスク回避が必要で

ある。 

ウ. 

エ. 

高血圧性疾患 
循環器系疾患 

内分泌・栄養・代謝疾患 

循環器系はとくに 

40歳以降急激に増加 

医療費が突出している 

「循環器系疾患」の中分類別医療費 

年代別 一人当たり医療費(上位５位) 
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

STEP１-４ (健診データ分析) 

• 特定健診項目について、愛知県との比較を行ったところ、収縮期血圧は概ね男女各年代・年齢調整平均値

とも愛知県より高く、160mg/dl以上の人も一定数いることがわかりました。⇒オ、カ 

• レセプト分析からだけではなく、健診データ分析からも高血圧という課題が浮き彫りとなりました。 

収縮期血圧を愛知県と比較 

収縮期血圧を愛知県と比較 

オ. 

カ. 

概ね男女各年代・年齢調整平均値とも愛知県より高い 

160mg/Hg以上の人は年

齢調整後においても愛知

県より多くなっている 
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

STEP１-４ (健診データ分析) 

BMIを愛知県と比較 

男性：BMI 25.0以上の割合 

女性は愛知県平均よりもＢＭＩが高い傾向にある 

キ. 

ク. 

40歳～44歳のBMI 30.0以上 

の男性は愛知県よりも高い傾向 

• ＢＭＩでは、男性について、愛知県と比べ

平均値は低くなっていますが、年代別にみ

るとBMI30以上の肥満者は40代に多く50代

は少ない傾向にあることがわかりました。女

性については、全体的に肥満者が多く平

均値も愛知県より高い傾向にあります。 
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

STEP１-４ (健診データ分析) 

• 喫煙について男女とも、年代によっては愛知県

より低くなっているところがありますが、全体的に

高くなっています。愛知県との差 男性：+4.4％ 

女性：+3.7% 

• 40代男性の喫煙率が高くなっている。 

ケ. 喫煙率を愛知県と比較（男性） 

男性全体の喫煙率では、他の健保組合よりは 

低い傾向にあるものの、愛知県と比較をすると 

4.4%高くなっている。 

コ. 喫煙率を愛知県と比較（女性） 

女性全体の喫煙率では、他の 

健保組合よりも高く、愛知県比較 

では3.7%高くなっている。 
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

STEP１-５ (高リスク保有者抽出) 

サ. 

既存事業の受診勧奨では、リスク保有者を「特別健康支援Ⅲ」

と定義していますが、さらに高リスク保有者(重症化リスクⅡ)として

右記の基準を作成し、抽出を行いました。 

＊【】で囲まれている数値

を高リスク保有者(重症

化リスクⅡ)としていま

す。 

特別健康支援Ⅲの基準表 

抽出結果 

• 本人のうち、重症化リスクⅡ相当の人数は623人となっ

ており、この人たちは将来、脳血管疾患や虚血性心疾

患で倒れてしまう可能性が十分にある。 

• 健康保険組合が早急に手を打たなければ、ならない。 

加入員：健診を受診した33,000人分の健診データから抽出 
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

STEP１-６ (新規 コラボヘルス推進事業の事業所訪問で用いる資料) 

シ. 事業所別の健康保険料収支状況 <裏面> 

• 事業主の納めた保険料が何にいくら使われたかを一目で事業主が把握することができます。医療費が高けれ

ば、従業員への健康に対する関心度が増し、健康づくり活動へのきっかけとなります。また、被保険者1人あた

りで同規模事業所との比較もできます。 

当該年度が赤字なのか黒字なのかがわかります 

同規模事業所と比較して、 

良好なら青色、不良なら赤色で表示されます 
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

STEP１-６ (新規 コラボヘルス推進事業の事業所訪問で用いる資料) 

ス. 事業所別の健康白書（ランキング

表） 
<裏面> 

りで同規模事業所との比較もできます。 

• 血圧、メタボ、喫煙について、ランキングを付けています。ランキングは事業主がもっとも興味を持つ指標の一

つです。また、健康白書は要点項目を絞り、時間がない事業主に概要を説明するのに向いています。 

ランキングを表示し、事業所の位置を 

確認してもらいます 

健康マップでは、健診を受けた人の階層化をしています。 

治療放置群にいる人は、すぐにでも医療機関を受診すべきです。 
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

基本分析による現状把握から見える主な健康課題 対策の方向性 

STEP２ 健康課題の抽出 「全健保組合共通様式」 

特徴 対策検討時に留意すべき点 

基
本
情
報 

保
健
事
業
の
実
施
状
況 

・加入事業所数が566社と多い。ほとんどの事業所と加入

員は愛知県内に所在している。 

・566社のうち50人未満が380社、20人未満は252社であ

る。 

・35歳～44歳までの被保険者が多い。 

 

・加入事業所数が多い当組合では、これまで全体分析や全体に対するア

プローチの方針をとらざるを得ない状況であったが、今後は事業所規模

ごとあるいは事業所ごとの事業展開が必要であることに留意する必要が

ある。 

・コラボヘルスに積極的な事業所を重要協働先とし、その影響を受ける事

業所を増やすような取り組みにも留意する必要がある。 

・愛健康サポート事業の[Step4]受診勧奨の重症化予防の

仕組みが脆弱、本当に危険な人への介入がきちんとでき

ていない。 

 

・当組合で顧問医師等と契約を行い、重症化予防の仕組みづくりに着手

することを最優先にする。 
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資格
対象

事業所
性別 対象者 平成27年度 平成28年度 平成29年度 アウトプット アウトカム

9,0 9,0 9,2 11,0 11,0 11,0 11,0 11,0 7 12 17

7
新

規

【コラボヘルス推進事業】

事業所訪問

【目的】事業所における健康づくり活動のきっ

かけづくり

(従業員の健康に対する事業主の関心度の

向上)

【概要】役職員4人による事業所訪問活動

(2人1組)。各事業所別の①健康保険料収

支状況（シ）と②健康白書（ス）を持参

し、事業所の現在状況を説明する。

①については、納めた健康保険料が医療費、

納付金、現金給付、保健事業にどのくらい使

われたのかを収支棒グラフ（実際の事業所ご

との金額）で表示した資料。

②については、定型６項目の健康指標を

レーダチャートグラフで同規模事業所と比較を

したり、血圧、喫煙、メタボについて同規模事

業所内でのランキングを作成した資料

全て 1
平成26年度の事業所別収支状

況と健康白書で説明する

平成26年度～平成27年度

の事業所別収支状況と健康

白書で説明する

平成26年度～平成28年度

の事業所別収支状況と健康

白書で説明する

年間100社訪問で、平成29

年度末には300社訪問(全事

業所の53%)

従業員の健康に対する事業

主の関心度

『高いと思う』を占める割合が

10.9%→30%

～参考～

平成26年度　事業主アン

ケート調査

『高いと思う』：10.9%

『どちらかといえば高いと思

う』：61.4%

『どちらかといえば低いと思

う』：21.8%

『低いと思う』：4.0%

『未回答』：2.0%

*高いと思うレベルは、ex.健

診結果が正常範囲にない従

業員を具体的にフォローして

いる

*低いと思うレベルは、ex.健

康管理は個人の問題で関心

がない

4
新

規

【コラボヘルス推進事業】

健康づくり活動の広報

【目的】健康づくり機運の醸成(健康づくり活

動を行う事業所を増やす)

【概要】健康づくり活動を実施している事業所

の紹介をすることで、加入事業所全体の健康

づくり活動機運を醸成する。季刊『けんぽだよ

り』のメインとなる記事を事業所の健康づくり

活動にし、写真やイラストを取り入れ読んでも

らうような構成とする。(67.3%の事業所は

他事業所の取り組みに興味を示している)

全て 1
年間4社の健康づくり活動事例を

紹介する
継続 継続

12社を紹介(全事業所の

2.1%)

健康づくり活動を実施してい

る事業所数90社(16%)

14,0 14,0 14,2 16,0 16,0 16,0 16,0 16,0

4
新

規

【コラボヘルス推進事業】

健康課題特性ポスター

配付

【目的】健康づくり機運の醸成(健康づくりを

始める人へのきっかけづくり)

【概要】被保険者が一息つくトイレで見てもら

えるようなシール型ポスターを作成し、健康づく

りへのきっかけづくりを行う。ポスターは常識に

捉われない内容で、メタボ、喫煙、血圧をはじ

めとする健康課題を中心に作成する。

被保険者 全て 男女 16 ～ 74 全員 1 事業所へ配付 継続 継続

4
新

規

【コラボヘルス推進事業】

健康づくり活動サポート

【目的】事業所における健康づくり活動のサ

ポート

【概要】自発的に健康づくり活動を行いたい

事業所を対象に当組合スタッフが健康づくり

活動実施までのサポートを行う。成功事例が

あれば『けんぽだより』で紹介する。

全て 2

健康づくり活動に積極的な理解を

示す事業所を中心に活動開始ま

でサポートする。

継続 継続
9社をサポート(全事業所の

1.6%)

健康づくり活動を実施してい

る事業所数90社(16%)

19,2 21,1 22,10 32,6 38,1 39,0 39,0 39,0

目標（達成時期　：　平成29年度末）
予算

科目
事業名 事業の目的および概要

注２)

実施

主体

対象者 実施計画注１)

事業

分類

職場環境の整備

年齢

個別の事業

加入者への意識づけ

保

健

指

導

宣

伝

保

健

指

導

宣

伝

STEP３ 保健事業の実施計画 「全健保組合共通様式」 
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資格
対象

事業所
性別 対象者 平成27年度 平成28年度 平成29年度 アウトプット アウトカム

目標（達成時期　：　平成29年度末）
予算

科目
事業名 事業の目的および概要

注２)

実施

主体

対象者 実施計画注１)

事業

分類
年齢

STEP３ 保健事業の実施計画 「全健保組合共通様式」 

1

既

存

(

法

定

)

特定健診(被保険者)

【目的】特定健診の受診率向上および健康

維持

【概要】愛健康サポート事業の[Step1]巡回

事業所健診や人間ドック等で同時実施

被保険者 全て 男女 40 ～ 74 全員 1

・愛健康サポート事業の[Step1]

巡回事業所健診や人間ドック事

業を引き続き実施する。

・事業所訪問の際に健診の重要

性を伝える

継続 継続

健診実施の促進：14,000

人(受診率：92.3%→95%

以上)

受診者の健康維持

(特定保健指導対象者該当

率:20%未満)

1

既

存

(

法

定

)

特定健診(被扶養者)

【目的】特定健診の受診率向上および健康

維持

【概要】女性配偶者を対象とした共同巡回

健診や人間ドック等で同時実施

被扶養者 全て 男女 30 ～ 74 全員 1

女性配偶者を対象とした共同巡

回健診や人間ドックを引き続き実

施する。

継続 継続

健診実施の促進：2,300人

(受診率：29.5%→35%以

上)

受診者の健康維持

(特定保健指導対象者該当

率:7.0%未満)

特

定

保

健

指

導

事

業

3

既

存

(

法

定

)

特定保健指導

【目的】利用率の向上および健康改善

【概要】愛健康サポート事業の[Step2]保健

指導や人間ドック、共同巡回健診の後に実

施

被保険者

被扶養者
全て 男女 40 ～ 74

基準対

象者
1

事業所訪問を通じ、利用を促進

する
継続 継続

指導実施の促進

[動機付け支援]：510人(利

用率：41.8%→45%以上)

[積極的支援]：890人(利

用率：37.4%→45%以上)

利用者の健康改善

(情報提供への推移率：積

極的支援→情報提供

25%)

(情報提供への推移率：動

機づけ支援→情報提供

40%)

4
既

存
機関誌の発行

【目的】保健事業や健康情報周知

【概要】「けんぽだより」は事業所向け、事業

所の健康づくり活動を紹介を行う。

「愛・けんぽ」は被保険者向け、手のひらサイ

ズに折りたたんであり、年2回（春・秋）発行

している。春は保健事業案内、秋はインフル

エンザの補助金案内等。

被保険者 全て 男女 16 ～ 74 全員 1

「愛・けんぽ」は春・秋に発行する。

読みやすさを追求し、紙面レイアウ

トを工夫する

継続 継続 全被保険者に配付

特

定

健

康

診

査

事

業

保

健

指

導

宣

伝
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

資格
対象

事業所
性別 対象者 平成27年度 平成28年度 平成29年度 アウトプット アウトカム

目標（達成時期　：　平成29年度末）
予算

科目
事業名 事業の目的および概要

注２)

実施

主体

対象者 実施計画注１)

事業

分類
年齢

STEP３ 保健事業の実施計画 「全健保組合共通様式」 

3
既

存

愛健康サポート事業

[Step4]受診勧奨

【目的】健診後の医療機関受診勧奨成功率

の向上

【概要】愛健康サポート事業の[Step1]巡回

事業所健診後に当組合基準に該当している

人で、医療機関を受診されない方に対して、

通知、電話、面談により受診勧奨を行う。医

療機関に受診しているかどうかの有無は、職

員がレセプトを目視により確認している。また、

平成25年度からは事業所参加型の仕組み

（コラボヘルス・ワン）を導入した。参加事業

所は、当組合から対象者の医療機関受診

有無の情報提供を受けることができ、事業所

の健康管理に活用できる。

[通知]

　健診から6か月後と11か月後に通知を行う

[特別健康支援ⅠおよびⅡ]

　2年連続で医療機関への受診がない場合

は、保健師による電話受診勧奨を行う

[特別健康支援Ⅲ]→コラボヘルス・ワンに参

加している事業所のみ

　当組合の特別健康支援Ⅲの基準に該当し

ている人に対して、医師または保健師による

面談を行う。さらに、重症化リスクⅡ相当の被

保険者に対しては生活習慣プログラムを実施

し、当組合で顧問医師の指示のもと数値管

理を行う。

被保険者 全て 男女 16 ～ 74
基準対

象者
1

・職員が目視で確認している作業

を自動化に切り替える

・事業所訪問によりコラボヘルスワ

ンの参加事業所数を増やす

・重症化リスクⅡ相当の被保険者

に対する生活習慣プログラムの実

施

継続 継続

事業所訪問：300社（全事

業所の53%）

受診勧奨対象者数：4,200

人（健診受診者の16%程

度）

重症化リスクⅡへの面談アプ

ローチ：623人

コラボヘルスワン参加事業

所：200社（全事業所の

35%）

受診勧奨成功率：19.1%

→30%

重症化リスクⅡの生活習慣

プログラム実施数：250人

（重症化リスクⅡ相当：

623×40%）

6
既

存
前期高齢者健康支援

【目的】将来納付金の抑制を図るための、疾

病予防、介護予防、受診改善指導、健康

相談等の実施率向上

【概要】前期高齢者を情報提供と訪問指導

とに区分し、訪問指導の家族に対して、委託

業者に自宅訪問を実施。訪問指導案内は、

事業所担当者を通じ配付し、訪問を受ける

かどうかの回答書を提出してもらう。

被保険者

被扶養者
全て 男女 63 ～ 74

基準対

象者
1

事業所担当者に対象者の連絡

先回答書の取りまとめを依頼する
継続 継続

訪問指導案内対象者：700

人　35%（65歳～74歳まで

の人数は2,000人）
訪問委託実施率：60%

4
既

存

家族で取り組むかぜ・むし

歯予防キャンペーン

【目的】乳幼児医療制度の周知および呼吸

器系疾患予防の手洗いうがい・歯みがきの習

慣化

【概要】未就学児世帯に10月～12月にかけ

てキャンペーン（エントリー型）展開をする。エ

ントリーをするには、エントリーハガキをポストに

投函する。該当世帯に案内リーフレット、カレ

ンダーとシールを送付。リーフレットには乳幼児

医療制度の仕組み（子供医療費はタダじゃ

ない）やかぜ予防のコツや歯みがきの方法が

載せてある。エントリーをすると、歯ブラシをプレ

ゼント、最後のアンケートに答えると、つよい子

賞をプレゼント。

被扶養者 全て 男女 0 ～ 6 全員 1

・参加率をあげる工夫として、参加

した世帯の中から抽選で加湿器

等をプレゼントする

・スマホからもエントリー可とする

継続 継続

案内送付世帯：3,700世帯

(全被保険者の12%相当)

参加率：40%

習慣化率：70%

キャンペーンによる健保組合

８割負担新規周知率：

40%

保

健

指

導

宣

伝
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資格
対象

事業所
性別 対象者 平成27年度 平成28年度 平成29年度 アウトプット アウトカム

目標（達成時期　：　平成29年度末）
予算

科目
事業名 事業の目的および概要

注２)

実施

主体

対象者 実施計画注１)

事業

分類
年齢

STEP３ 保健事業の実施計画 「全健保組合共通様式」 

7
既

存
ジェネリック通知

【目的】ジェネリック医薬品への切り替えによっ

て、患者の自己負担額を減らす→将来薬剤

費の抑制

【概要】医療費のお知らせと同時実施で切り

替えによる自己負担減が1か月あたり1000

円以上の方を対象とする。

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74

基準対

象者
1

事業所担当者の協力により、被

保険者へ配付する。
継続 継続

自己負担額が1000円以上

削減見込みの人

200人×年２回

切り替え率：30%以上

7
既

存

禁煙お助け事業チャレン

ジ禁煙

【目的】禁煙をしたい人へのサポート

【概要】禁煙パッチ、ガムなどの禁煙補助剤の

購入費用補助をし、その後のアンケートで禁

煙に成功したかどうかの確認を行う。事業所

からの団体でニーズがあった場合や保健指導

等で禁煙勧奨を行う際に利用できる。他の事

業を補完する目的のための事業。

被保険者

被扶養者
全て 男女 20 ～ 74 全員 1

事業所訪問を通じ、喫煙率が高

い事業所に利用案内をする。

特定保健指導等で案内する

継続 継続
事業所訪問の年間100社に

利用案内を行う
利用者：30人以上

4
既

存
健康ウォーク

【目的】ウォーキングの習慣付け

【概要】健保連愛知連合会が主催するウォー

キング大会で愛鉄連専用受付ブースを設

置。参加証とお茶とパンなどを配付する。参加

をするとaiポイントがたまるり、ポイント数に応じ

て記念品をプレゼントする。

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 1 ４月と10月に開催 継続 継続

毎回400人以上(0.7%)の

参加
新規参加率：40%以上

7
既

存

新入社員向け社会保険

概要説明

【目的】新入社員に対する社会保険の仕組

みの周知

【概要】毎年4月頃、加入事業所の新入社

員に対して社会保険の仕組みの概要を説明

する。当組合の職員が事業所へ出向き健康

保険、年金、介護、労災保険、雇用保険に

ついて30分～1時間30分かけて説明する。

被保険者 全て 男女 16 ～ 74 全員 1 職員を事業所へ派遣する。 継続 継続

訪問事業所数：30社(全事

業所の5.4%相当)

新入社員への説明：250人

（全新規取得者の8%相

当）

7
既

存
医療費のお知らせ

【目的】医療費確認のための情報提供

【概要】毎年6月および12月に過去6か月間

の医療費状況（全数通知）を医療費のお

知らせとして、事業所経由で配付する。

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 1

事業所担当者の協力により、被

保険者へ配付する。
継続 継続 全数通知

5
既

存

愛けんぽファミリー健康相

談

【目的】加入員の健康相談に乗る

【概要】通話料・相談料無料・匿名可　24

時間年中無休の健康相談。医師や専門ス

タッフが対応。電話とメール

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 1

引き続き委託事業者と契約

受診勧奨や保健指導で利用案

内を広報

継続 継続

受診勧奨通知やかぜキャン

ペーンの案内にチラシを同封

受診勧奨通知：2,500人

かぜキャンペーン：3700世帯

相談件数：1,500件

(2.6%)

保

健

指

導

宣

伝
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

資格
対象

事業所
性別 対象者 平成27年度 平成28年度 平成29年度 アウトプット アウトカム

目標（達成時期　：　平成29年度末）
予算

科目
事業名 事業の目的および概要

注２)

実施

主体

対象者 実施計画注１)

事業

分類
年齢

STEP３ 保健事業の実施計画 「全健保組合共通様式」 

1
既

存

愛健康サポート事業

[Step1]巡回事業所健

診

【目的】生活習慣病予防健診の受診率向上

【概要】全被保険者を対象に、生活習慣病

を対象とした健診を実施し、現在の身体状

況を把握し、生活習慣改善に役立てる。血

液検査の種類が充実している他に、オプション

検査項目として、胃のバリウム検査、前立腺

(PSA)検査がある。

　愛知県内を10以上の地区に分け、地区ご

とで健診機関と契約を行っている（1地区1

健診機関制）。各地区の健診機関は健診

の時期が来たら、担当地区の事業所と調整

を行い、健診を実施する。この健診を受けれ

ば、[Step2]保健指導、[Step3]再検査、

[Step4]受診勧奨の仕組み順番で、事業

所は従業員の健康管理ができるようになって

いる。

被保険者 全て 男女 16 ～ 74 全員 1
オプション検査項目に便潜血２回

法を導入する
継続 継続

受診者数：25,000人以上

受診率：84.5%→85%以

上

巡回胃健診：5,600人以上

受診率：19.6%→25%以

上

前立腺がん健診：2,600人

以上　受診率：38.4%→

40%以上

再検査：3,500人

有所見者の割合：58%以

下

3
既

存

愛健康サポート事業

[Step2]健康支援

【目的】巡回事業所健診後の保健指導利用

率向上

【概要】巡回事業所健診後に有所見者に対

して、生活習慣改善のための保健指導を実

施。巡回事業所健診を実施した同一健診

機関が事業所に保健指導を行うように連絡

する。対象者リストに基づき、事業所は保健

指導を実施する。

被保険者 全て 男女 16 ～ 74
基準対

象者
1 巡回健診後に実施 継続 継続

保健指導利用者数：4,200

人　利用率：26.1%→

30%

有所見者の割合：58%以

下

1
既

存

人間ドック、脳健診及び

がん健診

【目的】生活習慣病予防健診、がん健診の

受診率向上

【概要】個人向け健診として、加入員がいつ

でも受診できるようにしている。契約健診機

関は60以上ある。申込みにより、利用券を発

行し、自己負担分を窓口で支払うだけで受

診できる。契約健診機関以外でも補助金対

応している。補助金額は、７割または

21,000円まで補助（どちらか低い方）

被保険者

被扶養者
全て 男女 30 ～ 74 全員 1

契約健診機関の契約を検討

被扶養者に対する受診案内を見

やすく改善する

継続 継続
被扶養者への受診案内：

10,000人（38%）

人間ドック

被保険者　受診率：

15.7%→18%

被扶養者　受診率：4.5%

→7%

脳健診　受診率：1.0%→

1.5%

がん健診

[胃]受診率：31.0%→

33.0%

[大腸]受診率：56.1%→

60%

[前立腺]受診率：50.2%

→55%

[肺]受診率：69.8%→

75%

[乳がん超音波]受診率：

6.4%→10%

[乳がんマンモ] 受診率：

12.9%→15%

[子宮頚がん]受診率：

12.8%→18%

疾

病

予

防
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57555 - 愛鉄連健康保険組合

資格
対象

事業所
性別 対象者 平成27年度 平成28年度 平成29年度 アウトプット アウトカム

目標（達成時期　：　平成29年度末）
予算

科目
事業名 事業の目的および概要

注２)

実施

主体

対象者 実施計画注１)

事業

分類
年齢

STEP３ 保健事業の実施計画 「全健保組合共通様式」 

1
既

存
共同巡回健診

【目的】受診率の向上

【概要】30歳以上の女性被保険者及び被

扶養者を対象に、東海地区、関東、大阪を

含む149会場で、人間ドック並みの巡回健

診を実施。被保険者女性は、婦人科系の

み。

被保険者

被扶養者
全て 男女 30 ～ 74 全員 1 検査項目の検討を重ねる 継続 継続

被扶養者への受診案内：

10,000人（38%）

被扶養者女性受診率：

20.3%→30%

被保険者女性受診率：

10.3%→15%

被扶養者男性受診率：

9.3%→10%

7
既

存
疾病予防薬の無償配付

【目的】呼吸器系疾患等の医療費抑制

【概要】全被保険者に家庭用常備薬を無償

配付。インフルエンザ関連商品は割安に設定

している。

被保険者 全て 男女 16 ～ 74 全員 1

・平成26年度に実施した常備薬

無償配付で、風邪薬を購入した

人の医療費分析を行う

・アンケートの実施

継続 継続
全被保険者：30,000人

(100%)

セルフメディケーションの向上

(配付した常備薬を利用した

ことで医療機関へ行かなかっ

た割合)

80%以上

7
既

存
インフルエンザ予防対策

【目的】インフルエンザ予防ワクチンの接種率

向上

【概要】被保険者は事業所へ医師・看護師

が訪問し接種。

被扶養者は、接種補助券を発行（健保連

愛知連合会が行うインフルエンザワクチン接種

補助事業）

被保険者 全て 男女 0 ～ 64 全員 1

・契約健診機関の契約を検討

・接種者における重症化予防の効

果検証

継続 継続
全加入員：56,000人

(100%)
接種率：50%以上

体

育

奨

励

7
既

存
各種施設の利用補助

【目的】加入員の体育奨励　レジャー施設の

利用率向上

【概要】東海地方を中心にレジャー施設や

プール施設と契約をし100円の補助を行う

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 1 ・新規施設との契約促進 継続 継続

全加入員：56,000人

(100%)
利用率 4%以上

　注１）　１．健康診査 　　２．健康診査後の通知　　３．保健指導　　４．健康教育　　５．健康相談　　６．訪問指導　　７．その他

　注２）　１．健保組合　　２．事業主が主体で保健事業の一部としても活用　　３．健保組合と事業主との共同事業

疾

病

予

防
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